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平成 26 年 4 月 30 日 

各  位 

会 社 名 大平洋金属株式会社  

代 表 者 代表取締役社長 東 洋幸  

(コード番号 5541 東証第 1 部) 

問合せ先 取締役専務執行役員 庭山 隆夫 

 (ＴＥＬ 03-3201-6681) 

 

平成 26 年３月期第４四半期 投資有価証券評価損の計上 

及び平成 26 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、実質価額の著しい下落があるものについて、平成

26 年３月月期第４四半期において、減損処理による投資有価証券評価損を計上するとともに、最近の業績動向を踏

まえ、平成 26 年２月 13 日に発表した平成 26 年３月期通期（平成 25 年４月 1 日～平成 26 年３月 31 日）の連結業

績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 
●平成 26 年３月期第４四半期における投資有価証券評価損 

 連結 

 平成 26 年３月月期第４四半期会計期間(平成 26 年１月１日から平成 26 年３月 31 日 

まで)の投資有価証券評価損の総額(Ａ－Ｂ) 
1,760 百万円

（Ａ）平成 26 年３月期(平成 26 年１月１日から平成 26 年３月 31 日まで)の 

投資有価証券評価損の総額 
1,760 百万円

（Ｂ）直前四半期(平成 26 年３月期第３四半期)累計期間(平成 25 年４月１日から 

平成 25 年 12 月 31 日)の投資有価証券評価損の総額 
―

※四半期における投資有価証券の評価方法は、第１四半期から第３四半期は洗替え方式、第４四半期は切放し方式

を採用しております。 

※当社の決算期末は、３月 31 日です。 

 

●業績予想の修正について 

１．平成 26 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 

(平成 26 年 2 月 13 日発表) 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

54,398 △4,771 △2,395 △4,382 △22.45

今回修正予想 (B) 56,408 △4,079 △1,838 △6,149 △31.51

増  減  額 (B-A) 2,010 691 556 △1,768 

増  減  率 (％) 3.7 ― ― ― 

（参考）前期実績(平成 25 年 3 月期) 58,488 2,168 4,920 2,126 10.89
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２．修正の理由 

連結業績予想については、当社グループの売上高・損益の大半を占めるニッケル事業の主需要先であるステンレ

ス鋼業界において、調整局面にあった輸出環境は第３四半期に入り底入れも見られ、国内の低調な稼働状況も改善

しており、フェロニッケル販売数量が持ち直したこと等により売上高は増加し、営業損失・経常損失は減少しましたが利

益回復とはならず、また、特別損失へ「平成 26 年３月期第４四半期における投資有価証券評価損」に記載のとおり投

資有価証券評価損を計上及び一部賃貸不動産において収益性の低下が認められるため減損損失を計上したことに

より、当期純損失は増加しました。 

そのため、平成 26 年２月 13 日に発表しました連結業績予想を上記のとおり修正しました。 

尚、前提条件に関しましては下記（参考）前提条件の修正をご参照ください。 

 

（参考）前提条件の修正 

  
販売数量(T/Y) 適用 LME ニッケル価格($/Ib) 適用為替(\/$) 

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期 

前回発表予想 

(平成 26 年 2 月 13 日) 16,187 20,731 36,918 6.76 6.36 6.54 97.64 99.87 98.89

今回発表予想 
16,187 21,614 37,801 6.76 6.39 6.55 97.64 100.77 99.43

(参考）前期実績 

(平成 25 年 3 月期) 18,341 18,761 37,102 8.29 8.19 8.24 79.13 84.82 82.01

 

 

以 上 


